
福津市

宗像市

古賀市

鞍
手
町

宮若市

直方市

小
竹
町

桂
川
町

田川市

川
崎
町

赤
村

大
任
町

嘉麻市

飯塚市

添田町

香
春
町

福智町

糸田町 大
橋
司
令

～ 前 編 ～～ 前 編 ～
災害隊区

特集

今
回
は
飯
塚
駐
屯
地
が
担
任

す
る
災
害
隊
区
の
う
ち
南
側

３
市
７
町
１
村
を
担
当
す
る

部
隊
「
第
３
高
射
特
科
群
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

筑
豊
読
者
の
皆
様
は
じ
め
ま
し

て
。
ご
挨
拶
が
大
変
遅
く
な
り
ま
し

た
が
、
今
年
３
月
30
日
に
第
32
代
飯

塚
駐
屯
地
司
令
兼
ね
て
第
26
代
第
２

高
射
特
科
団
長
と
し
て
着
任
し
ま
し

た
大
橋　
智（
お
お
は
し　
さ
と
る
）

で
す
。
歴
史
と
人
情
に
溢
れ
る
筑
豊
の
地
、
飯
塚
に
赴
任
で
き
た
こ
と
を

大
変
光
栄
に
感
じ
て
お
り
、「
地
域
と
と
も
に
」
を
駐
屯
地
に
勤
務
す
る
隊

員
に
要
望
し
、
皆
様
が
住
む
地
域
と
駐
屯
地
と
の
共
存
共
栄
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
実
現
に
は
、
先
ず
皆
様
に
私
た
ち
の
こ
と
を
是
非
良
く

知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
の
筑
豊
で
は
飯
塚
駐
屯
地
が
災
害
時
に
担
任
す
る
筑
豊
・

北
部
九
州
の
市
町
村
の
う
ち
、南
半
分
の
３
市
７
町
１
村
の
担
任
部
隊（
長
）

を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
は
市
町
村
で
の
災
害
発
生
時
や
そ
の
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
に
、
直
接
現
地
に
赴
き
情
報
収
集
や
活
動
す
る
部
隊
と
そ
の
指
揮

官
で
す
。
平
素
か
ら
担
当
す
る
市
町
村
と
は
密
接
に
連
携
し
、
そ
の
対
応

に
遅
れ
が
出
な
い
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
各
部
隊
に
と
っ
て
は
い
わ
ば

第
２
の
故
郷
と
も
言
う
べ
き
関
係
の
深
い
自
治
体
で
あ
り
、
地
域
の
皆
様

に
は
担
任
部
隊
、
そ
し
て
部
隊
長
や
所
属

す
る
隊
員
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
今
後
も

懇
意
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ご
要
望
や
ご
意
見
も
遠
慮
な
く
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
担
任
す
る
北
半
分
の
５
市
２
町

は
ま
た
別
の
機
会
に
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
飯
塚
駐
屯
地
で
は
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー

（
現
Ｘ
）
や
Ｈ
Ｐ
で
適
宜
タ
イ
ム
リ
ー
な
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。 駐

屯
地
司
令
か
ら
の
ご
挨
拶

第 2 高射特科団長
兼 飯塚駐屯地司令

陸将補
大 橋 　 智

飯塚駐屯地 X
（旧 Twitter）

飯塚駐屯地
ホームページ

令和5年9月
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東京 名古屋 大阪 福岡東京 名古屋 大阪 福岡

災害隊区担当部隊（第3高射特科群）のご紹介

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
田
川
市
、

糸
田
町
、
福
智
町
を
担
当
し
ま
す
第

３
４
５
高
射
中
隊
で
す
。

我
々
は
普
段
、
国
を
守
る
訓
練
の

他
、
近
年
頻
発
す
る
災
害
に
備
え
、

定
期
的
な
訓
練
及
び
担
任
地
域
の
調

査
等
を
自
治
体
の
方
々
と
連
携
し
、

幅
広
い
任
務
に
対
応
で
き
る
よ
う
常

時
万
全
の
態
勢
を
維
持
し
て
お
り
ま

す
の
で
皆
様
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
筑
豊
地
区
を
盛
り
上
げ
る
た
め

に
毎
年
、
田
川
市
で
行
わ
れ
る
神
幸

祭
を
始
め
地
域
の
行
事
に
積
極
的
に

参
加
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
と
の
繋

が
り
を
今
後
も
大
切
に
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
皆
様
の
自
衛
隊
に
対
す
る

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

飯
塚
市
を
担
当
し
ま
す
本
部
管
理

中
隊
で
す
。「
飽
く
な
き
挑
戦
」「
家

族
と
共
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

日
々
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

担
当
隊
区
で
行
わ
れ
る
飯
塚
市
水

防
演
習
訓
練
、
飯
塚
市
花
火
大
会
、

飯
塚
市
国
際
車
い
す
テ
ニ
ス
大
会
等

数
々
の
支
援
に
併
せ
て
、
各
種
音
楽

演
奏
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
行

事
支
援
を
通
じ
て
日
頃
か
ら
飯
塚
市

民
の
皆
様
と
連
携
を
密
に
し
、
迅
速

適
切
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
心
掛
け

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
民
生
の

安
定
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

第 345 高射中隊　担当隊区：田川市・糸田町・福智町

本部管理中隊　担当隊区：飯塚市

中隊長　田渕 3 佐

中隊長　土屋 3 佐

令和5年9月 （2）



あなたの技能が、すぐに活かせる会社です。

直方市丸山町2-34　TEL 0949-23-2067

三群警備保障株式会社
仲間になりませんか!!

災害隊区担当部隊（第3高射特科群）のご紹介

嘉
麻
市
、
川
崎
町
及
び
大
任
町
を

担
当
し
て
い
ま
す
第
３
１
４
高
射
中

隊
で
す
。

中
隊
は
、
年
度
末
に
新
装
備
に
換

わ
る
た
め
日
々
の
訓
練
に
励
ん
で
お

り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
と
連
携
を
深

め
、
い
つ
如
何
な
る
事
態
に
も
対
応

す
る
た
め
、
日
々
の
訓
練
に
励
ん
で

お
り
ま
す
。
ま
た
、
長
期
の
支
援
に

も
耐
え
れ
る
よ
う
体
力
の
維
持
向
上

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
の
安
心
・
安
全
に
貢

献
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

香
春
町
、
添
田
町
及
び
赤
村
を
担

当
し
ま
す
第
３
４
９
高
射
中
隊
で
す
。

令
和
５
年
３
月
ま
で
は
第
３
１
３
高

射
中
隊
で
あ
り
ま
し
た
が
、
新
装
備

導
入
に
よ
り
第
３
４
９
高
射
中
隊
に

名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

私
ど
も
が
担
任
す
る
地
域
は
山
間

部
が
多
い
で
す
が
、頻
発
す
る
地
震
、

台
風
及
び
線
状
降
水
帯
等
に
よ
る
自

然
災
害
に
対
し
、
迅
速
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
、
各
自
治
体
と
の
連
携
を

深
め
各
種
事
態
に
即
時
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
情
報
共
有

を
図
っ
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

桂
川
町
を
担
当
し
ま
す
第
３
０
３

高
射
搬
送
通
信
中
隊
で
す
。

中
隊
は
、
飯
塚
駐
屯
地
及
び
鹿
児

島
県
奄
美
大
島
に
所
在
す
る
奄
美
駐

屯
地
に
分
派
し
て
所
在
し
て
お
り
、

任
務
達
成
の
た
め
、
日
々
訓
練
等
に

励
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
普
段
か
ら
災
害
発
生
時
に

迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
、
桂
川
町
の
危

険
個
所
等
の
確
認
に
努
め
て
い
ま
す
。

災
害
派
遣
の
際
は
速
や
か
に
出
動
し
、

人
命
救
助
や
給
食
・
給
水
支
援
等
を

行
い
ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第 303 高射搬送通信中隊　担当隊区：桂川町

第 314 高射中隊　担当隊区：嘉麻市・川崎町・大任町

第 349 高射中隊　担当隊区：香春町・添田町・赤村

中隊長　高山 1 尉

中隊長　三根 1 尉

中隊長　小西 1 尉

令和5年9月（3）



第
２
施
設
群
（
上
野
１
佐
）
は
、
令
和
５
年
８
月

26
日
か
ら
同
年
９
月
１
日
ま
で
の
間
、
霧
島
演
習
場

に
お
い
て
、
令
和
５

年
度
群
訓
練
検
閲
を

受
閲
し
ま
し
た
。
群

長
要
望
事
項
で
あ
る

「
務
め
を
果
た
せ
」

を
胸
に
、
各
中
隊
は

そ
れ
ぞ
れ
の
練
成
成

果
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
「
任
務
完
遂
」
し

ま
し
た
。

令
和
５
年
５
月
14
日
、
令

和
４
年
度
官
用
車
無
事
故
走

行
の
功
績
に
よ
り
、
第
５
施

設
団
長
（
陸
将
補　

満
井
英

昭
）
か
ら
、
日
出
生
台
演
習

場
に
お
い
て
褒
賞
を
受
け
ま

し
た
。
令
和
４
年
度
に
お

け
る
官
用
車
無
事
故
走
行
、

80
万
５
３
９
３
㎞
で
あ
り
、

４
年
連
続
の
褒
賞
と
な
り
ま

し
た
。
引
き
続
き
官
用
車
両

運
行
の
重
要
性
を
深
く
認
識

し
、
第
２
施
設
群
の
隊
員
が

一
丸
と
な
り
、
官
用
車
の
事

故
防
止
施
策
に
つ
い
て
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

第2施設群
令和 5 年度
群訓練検閲受閲

無事故表彰
（4 年連続）

受閲準備報告する第 2 施設群長夕日と隊員

陣地の偵察

汀線部障害の構成

令和5年9月 （4）



飯
塚
駐
屯
地
で
は
、
第

３
高
射
特
科
群
及
び
第
２

施
設
群
が
担
任
し
、
新
隊

員
課
程
後
期
教
育
を
行
い

ま
し
た
。

新
隊
員
た
ち
は
猛
暑
の

中
、
自
衛
官
と
し
て
、
ま

た
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の
プ

ロ
と
な
る
べ
く
、
一
生
懸

命
に
知
識
と
技
能
の
修
得

に
励
み
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
各
部
隊
へ
配

属
と
な
る
新
隊
員
た
ち
の

今
後
更
な
る
飛
躍
を
大
い

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

新隊員教育課程

一意専心

開始式（第 2 施設群）開始式（第 3 高射特科群）

漕舟訓練（第 2 施設群）

訓練場へ移動（第 3 高射特群）

連結訓練（第 2 施設群）

杭の打入（第 2 施設群）

登山訓練（第 3 高射特科群）

座学（第 3 高射特科群）

通信器材操作
（第 3 高射特科群）

高射器材操作
（第 3 高射特科群）

チェンソー
（第 2 施設群）

箱結び
（第 2 施設群）

新隊員奮闘中

令和5年9月（5）



TEL 0948-22-7651〒820-0064 飯塚市津島282
陸上自衛隊 飯塚駐屯地広報室
お問い合わせ先

検索飯塚駐屯地

E-maiｌ：2aab-s3opns-wa@inet.gsdf.mod.go.jp

募集に関する
お問い合わせも
こちらまで！！

RO膜（逆浸透膜）による安心の水
もちろん「美味しさ」にもこだわりました。

飲んでますかー！！
おいしい水
飲んでますかー！！
おいしい水

株式会社ニッツー
快適生活応援団　ガスと水

〒820-0072 飯塚市南尾245番地 
TEL：0948-24-3900  URL：http://nittsu-gas.com/ 0120-328-2027

ミ ズ は 　 ニッツ ー

Tel

【営業時間】
平日・土曜
 7:00〜23:00
日曜日・祝日
 7:00〜22:00

【料金】
平日・土曜日
1,300円
時間無制限打ち放題

日曜・祝日
３時間 1,300円
無制限 1,500円

小森プロの
ゴルフ
レッスン

ミズノ
ゴルフ
スクール

名物「特製
ちゃんぽん」

部外広報活動

航空機体験搭乗（自衛隊協力会・募集対象者・モニター・協力者）

航空機体験搭乗

職場体験学習及び部隊研修

職場体験（宮若西中学校） 職場体験（宮若東・小竹中学校） 部隊研修（麻生公務員専門学校）部隊研修（麻生公務員専門学校）

◆
発
行
者　
飯
塚
自
衛
隊
協
力
会
（
飯
塚
市
吉
原
町
６
―
12
）

令和5年9月 （6）


